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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はチロシンタンパク質キナーゼファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は、内皮受容体チロシンキナーゼTie2を介したアンジオポエチン1シグナル伝達を阻害することで、血管新生と血管の安定性に重要な役割を果たします。コードされているタンパク質のエクトドメイン切断はTie2の阻害を解除し、血管内皮増殖因子を含む複数の因子によって媒介されます。この遺伝子には、複数のアイソフォームをコードする選択的スプライシング転写バリアントが観察されています。[RefSeq提供、2011年11月],触媒活性：ATP + a [protein]-L-チロシン = ADP + a [protein]-L-チロシンリン酸。,機能：おそらくタンパク質チロシンキナーゼ膜貫通受容体。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。Tyrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。 Tyrタンパク質キナーゼファミリー。Tieサブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,類似性：2つのIg様C2型（免疫グロブリン様）ドメインを含む。,類似性：3つのEGF様ドメインを含む。,類似性：3つのフィブロネクチンIII型ドメインを含む。,組織特異性：発達中の血管内皮細胞に特異的に発現する。,
	研究分野
	シグナル伝達; タンパク質リン酸化; チロシンキナーゼ; 受容体チロシンキナーゼ; 幹細胞; 系統マーカー; 中胚葉; 癌; 腫瘍タンパク質/抑制因子; 腫瘍タンパク質; 成長因子受容体; 心血管; 血管系; 内皮; 内皮前駆細胞; 内皮マーカー; 発生生物学; 系統の特定
	画像データ
	

	パラフィン包埋ヒト卵巣腫の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト卵巣腫の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100（4°、一晩）に希釈した。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200（室温、30分）に希釈した。
	

	パラフィン包埋ヒト卵巣腫の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化。3、二次抗体を1:200に希釈（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
	

	パラフィン包埋ヒト腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:200に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。

